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壬生町ゆうがおマラソン大会
二十歳の集いを開催しました
まちトピ
国民年金だより
物価高騰対策低所得世帯追加
支援補助金のご案内
農業用免税軽油に係る申請に
ついてのお知らせ
みぶの日フェア
各課からのおしらせ
児童館・子育て支援センター
からのおしらせ
図書館からのおしらせ
２月16日～３月15日カレンダー

表紙写真：写真は、12月３日（日）に壬生町
総合公園陸上競技場および周辺道路で開催さ
れた壬生町ゆうがおマラソン大会の様子です。

　12月３日（日）、壬生町総合公園陸上競技場および周辺
道路において「栃木県誕生150年記念　第12回ゆうが
おマラソン大会」が開催されました。ゲストランナーに
高橋尚子さんをお迎えし、青空の下で総勢1,241名のラ
ンナーが激走を展開しました。レース終了後は、高橋尚
子さんによる講評やチャリティーオークションなどが行
われ、大いに盛り上がりました。

スポーツ振興くじ助成事業

このマラソン大会は、スポーツ振興くじ
助成金を受けて開催されています

第12回壬生町
栃木県誕生150年記念ゆうがおマラソン大会

優勝者結果 
10km
男子
男子
男子
女子
女子
５km
男子
男子
男子
男子
女子
女子
３km
男子
女子
女子
２km
親子ペア小学校（１～３年）
ペア 

高校生以上～29歳以下
30歳以上～49歳以下
50歳以上
高校生以上～39歳以下
40歳以上

中学生
高校生以上～29歳以下
30歳以上～49歳以下
50歳以上
高校生以上～39歳以下
40歳以上

小学校（４～６年）
小学校（４～６年）
中学生

桑名　碧人
栃木　祐輝
齊藤　哲哉
永井　のぞみ
小幡　真紀

大金　莉久
早乙女　侑弥
高畑　武
石居　信男
母原　早希江
宮下　美和

黒子　大葵
阿久津　友愛
清水　叶琉

山田　城都・桜雅
大金　莉久・早乙女　尚弥

31分37秒
31分41秒
36分16秒
43分32秒
39分00秒

17分16秒
16分15秒
18分13秒
18分39秒
20分00秒
22分30秒

11分09秒
12分25秒
11分51秒

7分56秒
7分08秒
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大会新

※壬生町地域おこし協力隊のベンジャミンはオープン参加で出場
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　壬生町内の小学校３年生～６年生が、ゆうがおマラソン大会参加者の皆さんに向けて、応援メ
ッセージを作成しました。
　今回は総数1,118点もの想いがこもったメッセージが作成され、大会の10km・５kmコースに
参加された出場者の皆さんへお届けしました。
　最優秀賞に選ばれました作品を紹介します。

・ルシファーさんのメッセージをお守りにして走りました。６年ぶりのマラソンでしたが最後まで
がんばれました。ありがとうございました　壬生のみな様

・メッセージありがとう！走るときの力になります！！（小山市　会社員より）

※たくさんの感想が寄せられましたが、全てを掲載できませんので、一部の紹介とします

応援メッセージに対する参加者からのお礼の声

壬生町内小学生から「ゆうがおマラソン大会」壬生町内小学生から「ゆうがおマラソン大会」
応援メッセージ作品の紹介



20二十歳の集い（令和５年度）

を開催しました
第75回

　
１
月
７
日（
日
）城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬
生

中
央
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル
で
第
75
回
壬
生
町

二
十
歳
の
集
い
が
行
な
わ
れ
、
２
８
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
集
い
運
営
委
員
（
水
本
武
委
員

長
他
20
名
）
が
受
付
お
よ
び
式
典
の
運
営
、

そ
し
て
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
23
名
が
二
十
歳
の
集

い
参
加
者
や
来
賓
・
恩
師
の
受
付
、
会
場
案

内
に
協
力
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
集
い
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

凜
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
滞
り
な
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
小
菅
町
長
、
来
賓
を
代
表
し
て
坂
田
昇
一

町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
、
佐
藤

良
県
議
会
議
長
か
ら
二
十
歳
の
集
い
参
加
者

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
運
営

委
員
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
選
ん
だ
記
念

品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
第
３
部
で
は
恩
師

の
方
々
と
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
の
外
で
は
色
鮮
や
か
な

和
服
姿
や
凜
々
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
参
加
者
が

互
い
の
近
況
を
報
告
し
た
り
、
写
真
を
撮
り

あ
っ
た
り
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

み
ず
も
と
た
け
る
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二
十
歳
の
集
い
代
表
あ
い
さ
つ

　
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
挙

行
し
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
門
出
を
お
祝

い
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
壬
生
町
長
小
菅
一
弥
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
温
か
い
お
祝
い
と
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
か
つ
て
同
じ
学
び
舎
で
生
活
し
た

仲
間
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
中
学
校
の
頃

の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
懐
か
し
さ

に
思
い
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
。
共
に
学
び
、

共
に
部
活
動
で
汗
を
流
し
、
喜
び
や
苦
し
さ

を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
青
春
を
過
ご
し
た
仲

間
た
ち
は
、
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
、
日
々
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
あ
の
頃
と
今
の

自
分
た
ち
を
比
べ
、
改
め
て
大
人
に
な
っ
た

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
、
辛
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
経
験
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
い
、
時
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
糧
と
し
、
成
長
を
続
け
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。
こ
こ
壬
生
町
を
ふ
る

さ
と
と
す
る
も
の
同
士
、
皆
様
か
ら
頂
い
た

意
義
深
い
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
も

支
え
合
い
な
が
ら
大
人
と
し
て
責
任
を
も
っ

て
生
き
て
参
り
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
大
学
で
教
育
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
壬
生
町
を
離
れ
て

生
活
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
こ
の

壬
生
町
の
よ
さ
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
温
か

い
先
生
方
や
仲
間
た
ち
、
地
域
の
方
々
、
住

み
や
す
い
環
境
の
お
か
げ
で
、
自
分
た
ち
が

こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
は
教
員

と
し
て
働
き
、
今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

分
、
今
度
は
自
分
が
人
を
支
え
る
存
在
に
な

れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
二
十
歳
の
集

い
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
町
の

職
員
の
皆
様
、
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
、

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
近
く
で
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
他
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
今
こ
の
場
所
に
立
つ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

の
私
た
ち
に
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
日

と
い
う
日
を
胸
に
刻
み
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
こ
の
壬
生
町
で
育
っ
た
誇
り
、
そ

し
て
一
人
の
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓

っ
て
、
二
十
歳
の
集
い
参
加
者
代
表
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
６
年
１
月
７
日

二
十
歳
の
集
い
参
加
者
代
表

　
　
　
　
　
　
　
水
本　
武



月20日（月）、栃木県道路愛護作業コンクールのフラワー部門において、栃木県道路河川愛護連合会より六
美町北部自治会（永野春男代表）が最優秀賞、城内自治会（荒川克己代表）、至宝町南自治会美化推進ク

ラブ（粂川隆男代表）がそれぞれ特別賞を受賞しました。
　本コンクールは、草木や花の苗付や育
成などを行った団体について審査され、
花壇の長さ、面積、出来栄えや作業人数
などが評価されます。今年度、フラワー
部門では41団体の申し込みがありまし
たが、３団体の道路と花を愛する功績が
認められ、見事、最優秀賞と特別賞を受
賞しました。
　11月27日（月）には小菅町長へ受賞の
報告を行いました。

6

口キミさんが100歳の誕生日を12月８日（金）に迎えら
れ、小菅町長がご自宅を訪問し、長寿をお祝いしまし

た。
　キミさんは大変お元気で、身の回りのことやデイサービス
の準備などもご自身でされているそうです。元気の秘訣をお
尋ねすると、ご家族が食事の栄養に気を遣ってくれていると、
にこやかに話されていました。
　また、長年生活されていた実家での思い出話などについて、
時には冗談を交えながら町長と歓談され、大変賑やかな時間
となりました。
　これからも健やかに長生きをしていただきたいと思います。

山口キミさん100歳おめでとうございます
山

町では、敬老事業として100歳を迎えられた方の長寿をお祝いしています。

月13日（水）大塚孝次選手が、小菅町長に、
栃木県代表として選抜され出場した大会の

結果を報告しました。大塚選手は、第32回関東
甲信越ブロックTBG交流大会の２人組戦で優勝、
個人戦で４位、第10回全日本TBG全国大会にお
いては個人戦で準優勝を飾りました。
　ターゲット・バードゴルフは、昨年度に開催さ
れた「いちご一会とちぎ国体」において本町で開
催された注目の生涯スポーツです。
　表敬訪問には、壬生町ターゲット・バードゴル
フ協会の丸本英隆会長も同席しました。
　今後の更なる活躍が期待されます。

12

まるもとひでたか

栃木県ターゲット・バードゴルフ協会

11
令和５年度道路愛護作業コンクール受賞

なが  の  はる  お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あら かわ かつ み

やまぐち   き   み

左から　藍田収様（荒川克己様の代理）　永野春男様　小菅町長　粂川隆男様

くめ かわ たか  お

大塚孝次選手 表敬訪問
おお つか こう  じ

左から　丸本会長　小菅町長　大塚孝次選手



月26日（日）茨城県取手市にて、第26回NPO法人実
武道会館オープン空手拳法選手権大会が開催され

ました。
　県内外から180名（組手：学年別男女混合）の選手が
勝敗を競い合う本大会、川田塾（安塚）から組手の部に
７名（小学３年生～６年生）が出場し、星野凜選手（東
小６年）が見事第３位に入賞しました。今後も活躍が期
待されます。

○C柊あおい

7

統計調査員に表彰状を伝達
計調査に関し永年ご協力いただいた方・功
績が顕著であった方に対する表彰状の伝達

が12月27日（水）に役場にて行われました。
　県からの表彰状が町に送付され、表彰者の皆
さんに小菅町長から表彰状が伝達されました。
　表彰を受けたのは以下の皆さんです。

統

栃木県民スポーツ大会で好成績！栃木県民スポーツ大会で好成績！
月15日・22日に県内各地で県民スポーツ大会
が開催され、熱戦が繰り広げられました。

　実に５年ぶりの開催となった本大会、本町代表チ
ームから多くのチームが入賞しました！
　また、町対抗の部で総合準優勝という好成績を納
めました。
　12月26日、町スポーツ協会山杉会長が町長に結果
報告をしました。

10

栗原　正雄 様

小椋　理香子 様

統計功労者総務大臣表彰

栃木県統計協会名誉会長表彰

表彰種別氏名
くりはら　　まさ  お

  お ぐら        り　か　こ

ほし の  りん

３位入賞！

第26回NPO法人実武道会館
オープン空手拳法選手権大会

11

町対抗の部
陸上部　町対抗・青年男子1500m
　　　　町対抗・壮年A男子3000m
　　　　町対抗・一般女子1500m
婦人バレーボール
バドミントン
バスケットボール
硬式テニス
剣道

…………………………… 総合準優勝
…… 第３位
… 第３位
…… 第２位

………………………… 優　勝
……………………………… 準優勝
………………………… 優　勝

………………………………… 準優勝
………………………………………… 優　勝

左から　小椋理香子様　小菅町長　栗原正雄様

左から　小菅町長　町スポーツ協会山杉会長

栃木県民スポーツ大会で好成績！

やますぎ
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第２回いきいき壬雷クラブ連合会壬雷３種競技大会　開催
きいき壬雷クラブ連合会（日向野有功会長）は、壬生町スポーツ推進委員の協力のもと、第２回壬雷３種競技大会
を、12月７日（木）城址公園ホール（壬生中央公民館）で開催しました。

　本大会は、普段グラウンドゴルフの様な２時間以上の長い時間の運動は厳しいが、簡単なスポーツを楽しみたいと考
える方々を対象に、輪投げ、ターゲットボッチャ、ソフトボウリングの３種目を約30分掛けて楽しんでいただく大会です。
　参加された皆さんは、簡単そうでなかなか上手くいか
ない様子に、首をひねりながらも楽しそうにプレーし、
帰りには「いい運動になった」と満足そうでした。
　いきいき壬雷クラブ連合会では、高齢者や子供を対象
に競技器具の貸し出しを実施しています。
　ご希望の方は事務局まで連絡ください。
　入賞者は、次の通りです。

※いきいき壬雷クラブ連合会加入単位クラブには、仲間づくりを基本とする「生きがいづくり」「健康づくり」「地域づくり」を
目指した活動に参加して頂けるおおむね60歳以上の方であればどなたでも入会できます。ぜひ、お友達を誘って入会ください
◎問合せ　いきいき壬雷クラブ連合会事務局　☎（82）7899

い

優　勝

準優勝

３　位

中村　千代子（緑町三丁目高令部）

山井　春枝　（至宝町喜多クラブ）

山本　公惠　（栄町栄寿会）

なかむら        ち    よ   こ

やま  い        はる え

やまもと       きみ え

順　位 氏　　　　名
◆女子個人の部

優　勝
準優勝
３　位

東下台寿会
至宝夢クラブ
緑町三丁目高令部

順　位 単位クラブ名
◆団体の部

◆ソフトボウリング

◆ターゲットボッチャ

◆輪投げ

ひ　が　の  ゆう こう

後列　左から　渋谷健斗様　織田利夫様　寺内幸司様　日原芳行様
前列　左から　日原琉花様　荒川優姫様

40th　MIBUバドミントン大会
〈11月19日（日）　壬生町総合運動場体育館〉

MIBUバドミントン
大会結果

40th

●男子Ａクラス　優勝　渋谷健斗・織田利夫　組

●男子Ｂクラス　優勝　寺内幸司・日原芳行　組

●中学生クラス　優勝　日原琉花・荒川優姫　組

しぶ  や  けん  と           お   だ   とし  お

てら うち こう じ           ひ  はら よし ゆき

  ひ  はら  る   か         あら かわ  ゆ   め

成  績

優　勝

準優勝

３　位

山川　秀夫（東下台寿会）

佐藤　義勝（幸町３いきいきクラブ）

森　豊秀　（至宝夢クラブ）

やまかわ      ひで  お

  さ とう       よしかつ

もり       とよひで

順　位 氏　　　　名
◆男子個人の部 



月10日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）中ホールで、男女共同参画推進講座「絵本と音楽によるク
リスマスコンサート」が開催され、親子を中心に約200名の来場がありました。

　この企画は、男女共同参画や多様性の視点を持った絵本の読み聞かせと、音楽を組み合わせたコンサートです。
　読み聞かせボランティア「おは
なしアライグマ」の皆さんによる、
動物を主人公とした多様性に関す
る絵本の、臨場感いっぱいの読み
聞かせに、子どもたちは聞き入っ
ていました。
　また、庄司健人さんによるトロ
ンボーン演奏と男女共同参画に関
するミニトーク、壬生少年少女合
唱団の素晴らしい歌声を楽しみま
した。小さなお子さんから大人ま
で、家族で楽しみながら、男女共
同参画や多様性の考え方に触れる
機会となりました。

絵本と音楽によるクリスマスコンサート開催
男女共同参画推進講座

12

しょうじ  けん  と

9

月11日～１月３日の年末年始
特別警戒に合わせ、壬生町防

犯組合連絡協議会（粕尾健吉会長）
では、栃木警察署と合同で12月20
日（水）にカスミおもちゃのまち店で
街頭啓発活動を実施しました。
　また、町内の壬生・稲葉・睦・南
犬飼の各地区防犯組合では、期間
中、のぼり旗の掲出や防犯パトロー
ルを行うなど、町民の防犯意識を高
める活動を行いました。

年末年始特別警戒期間中における街頭広報
12

かす お けんきち

○C柊あおい

寄附

葉小学校出身の根本（旧姓：神長）勤様より、
「母校である稲葉小の教育や子どもたちの

ために活用してほしい」と50万円の寄附がありま
した。今後、稲葉小学校の教育環境の整備に活用
させていただきます。

根本勤様より
寄附をいただきました
稲

ね  もと つとむ

左から　根本勤様　田村教育長

じんちょう



下台自治会（小林良男自治会長）は、公民館内での各種事業を円滑
に行うため、（一財）自治総合センターによる宝くじの社会貢献広報

事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニテ
ィ助成事業を受け、東下台自治会公民館に空調設備（エアコ
ン）を設置しました。設置後、東下台いきいきサロンが開催
され、参加者から暖かい中で活動が出来て大変良かったと話
がありました。今後年間を通して役員会議等の各種自治会活
動が快適に出来るようになり、自治会住民のコミュニケーシ
ョンが高まることが期待されます。

10

　おもちゃのまち遊々創生ワーキングでは、多くの人に
町の魅力が伝わるよう動画を作成し、公開しています。
　夢のような町で生きる夢見る人に会いに行く旅『ユメ
ビト』は「人から町を知る」をテーマに作られた地方創
生動画です。

　第１弾は、「おもちゃのまちバンダイミュージアム」
　お話を伺ったのは
・金井正雄　顧問
・鈴木勝　館長
　今回は、おもちゃと、おもちゃのまちが大好きな２人
のユメビトの物語...

ワーキング事業紹介

【ユメビト】#01
『おもちゃのまちバンダイミュージアム』
金井正雄 × 鈴木勝

かな い  まさ  お

すず き まさる

宝くじの助成金で
空調設備を整備

東
こ  ばやしよし  お

東下台自治会

月12日（日）に嘉陽が丘にて環境保全活動を実施しました。
　この活動は、自然豊かな里山の維持・管理を目的に、

毎年、嘉陽が丘里山の会（坂田昇一会長）が主体となり、地
元上稲葉地区の住民の方などにより、嘉陽が丘ふれあい広場
周辺山林の下草刈りや間伐、ごみ拾いを実施しています。
　この活動により、嘉陽が丘ふれあい広場周辺の山林が、安
全・安心で豊かな里山として保たれ、遊歩道でのウォーキン
グやランニングのコースとして地元の方に利用されているほ
か、サバイバルゲームのフィールドとして活用され、また最
近では、大河ドラマ撮影のロケ地としても利用されています。

11
嘉陽が丘で環境保全活動　　　　　　　を実施

さか た しょういち

①

（下草刈り、間伐）

遊々創生遊々創生



藤井小学校の様子

　放課後子ども教室は、放課後に学校などの施設を活用し、子供たちが安心・
安全に過ごすことのできる居場所をつくり、さまざまな体験活動や、地域住民
との交流および学習活動の場を提供することを目的として、地域・学校・行政
が協力し事業を行っています。

見守りスタッフ・講師 募集

羽生田小学校の様子

　放課後子ども教室に参加する子供たちの安全を見守りしていただく方や、特技や趣味を生かして遊び
やスポーツ、文化的活動を紹介してくださる方を必要としています。お気軽にお問合せください。

◎問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

放課後子ども教室だより放課後子ども教室だより放課後子ども教室だより

見守りスタッフ・講師 募集見守りスタッフ・講師 募集

マジック鑑賞会開催！
　マジックホップの会の皆さ
んに、素晴らしいマジックを
披露していただきました。

みんなでスポーツ！

　壬生町地域おこし協力隊
のベンジャミンさんと一緒
に活動しました。

むかし遊び体験！
　シルバー大学の皆さんにご
協力をいただき、ベーゴマ、
ゴム飛びなど、貴重な体験を
させていただきました。

11

ヨガで体ほぐし！

　渡部俊江先生のお手本を見ながら、
みんなで一緒に体をほぐしました。

わたなべとし  え

身近な材料を使って工作！
　ペットボトルなどを活用する
根岸喜市先生のアイデアで、さ
まざまな工作を体験しています。

ね ぎし  き  いち

べ ん じ ゃ み ん

みんなで楽しい英語！

　ALTのジョシュア先生と一
緒に、楽しく体を動かしなが
ら英語に親しみました。

じ ょ し ゅ あ



壬生町教育委員会ウェブサイトでもふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

J L C
ジュニアリーダースクラブ通信
発行：生涯学習課
〒321-0292　壬生甲3841番地1
☎（81）1873 ／ FAX（82）0935
メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

通信

第28号　2024年 ２月
広報紙版クラブ版クラブ版

みぶ城址フェスティバルに出店しました！
　９月10日（日）に城址公園で開催された、みぶ城址フ
ェスティバルに、オリジナルジュース「ブルーハワイサ
イダー」の販売と「射的」のブースを出店しました。
　どんなお客さんが多いか、どうしたら楽しんでもらえ
るか、どれくらいの値段にするかなどをJLCメンバーで
考え、企画をし、飾りつけなどの準備をしました。当日は
天気にも恵まれ、多くのお客さんが来場されました。
　参加したJLCメンバーからは、「関わりがあまりない
人が多かったので最初は不安でしたが、企画や準備、販
売するなかで仲良くなることができたのでよかったです。
また、ほとんど子どもだけで値段やドリンク作りをした
ので、とてもいい経験になりました」「お客さんたちが
楽しそうに射的をしているときなど、楽しそうにやれる
ものをだせてよかったと思った」「射的の場所を担当し、
お客さんにやり方を教えたり、スタンプを押したり、暑
くてとても大変だったけど上手くできたのでよかった。
楽しそうにやってくれて、自分もとても楽しくうれしか
った。また、こういうイベントがあったら参加してみた
い」などの感想がありました。

下野ジュニアリーダースクラブとのクリスマス交流会！
　12月17日（日）に下野市の天平の丘公園で、下野ジュ
ニアリーダースクラブと合同で活動をし、見聞や交流を
深めました。
　午前中は、公園内の自然の中から、自由に材料を見つ
け出し、ものづくりを楽しみました。クリスマスツリー
やリースなど、クリスマスの時期にちなんだものから、
お正月の門松を意識した飾りなど、個性あふれる作品が
出来上がりました。
　古民家カフェ夜明け前で昼食を楽しんだあとは、まくら
投げを体験しました。リーダー「大将１名」、掛け布団で
ガードする「リベロ１名」、相手にまくらを投げる「アタッ
カー３名」のチームを市町混合で組み、本格的な競技を
楽しみました。「先生が来たぞ～！」というコールをかけ、
チャンスをつかむ戦略もあり、大きく盛り上がりました。

12
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壬生町教育委員会ウェブサイトでも中学生・青少年による地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

発行：壬生町教育委員会事務局　〒321- 0292　壬生町壬生甲3841番地1
　　　生涯学習課　　　　　　　☎（81）1873　FAX （82）0935　E-mail : gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

中学生・青少年による地域活動にご理解とご協力をお願いします！

中学生および青少年による地域活動の推進

Mibuだより

令和５年版
第３号　winterる. る.ふ.

12月16日（土）10：00～12：00　『SDGｓを学ぼう！』　会場：アクトリーR＆Dセンター
参加者：町内中学生及び保護者　13名　　企画：壬生町立児童館

講師：アクトリー「空」環境芸術研究室　林　香君 氏

　　　アクトリーR＆Dセンター　課長　工藤　亨 氏
【参加した方々の声】
・自分だけのオリジナルの焼き物が作れて楽しかったし、アクトリーという会社が私たちためにEnglishイノベーション
への補助をしてくれていることや壬生町の人たちが災害にあったときに助ける準備ができていることなどを知ることがで
きました。とても良い体験ができました。
・普段、中学生になった長男とふれあう機会が少なくなったので、今回講座に参加して一緒に作品を作れてとても有意義
な時間になりました。

12月27日（水）９：30～11：30　冬休みの定番！『書き初めをしよう！』会場：壬生町生涯学習館
参加者：町内小学生 ６名　　　講師：壬生町文化協会書道部
　企画：壬生町子育て支援グループ「ポケット」

【参加した小学生の声】
・いつも自分では、パパっと書いているところも、今日は詳しく教えてくれたので、字を
丁寧に書くことの大切さがわかりました。今日の先生方はとても字が上手でやさしく教え
てくれました。今日はありがとうございました。
・いつも自分で習字を書くときはきれいに書けないけど、字の形とコツを詳しく教えてもらって嬉しかったです。

12月27日（水）10：00～12：00『いのちのおはなしと赤ちゃんとのふれあい交流』

参加者：町内中学生　６名 　　　　　　　講師：相田助産所所長　相田　美智子 氏
企　画：壬生町子育て支援センターひよこ 　　　壬生町子育て支援センターひよこ職員
会　場：壬生町子育て支援センターひよこ（福祉センター内）

【参加した中学生の声】
・赤ちゃんのオムツを交換してみたり、実際の赤ちゃんをだっこしたりして、すごく貴重
な体験をさせていただきました。すごく楽しくて自分のためになることをたくさん知れて
良かったです。また機会があったら参加してみたいです。
・命の大切さやつながりについて改めて知り、初めて知ることがあって興味深かったです。
お母さんがこんなに苦労していたとは知らなかったので、とても驚きました。

12月26日（火）９：30～11：30　『親子遊び支援の体験をしよう！』 会場：壬生町立児童館
参加者：町内中学生 ６名　　　講師：壬生町立児童館職員　　　企画：壬生町立児童館
【参加した中学生の声】
・小さな子に、読み聞かせを初めて挑戦したので、とても緊張したけど、みんなが
笑顔になるなど、リアクションで返してくれたので、やってよかったと思いました。
・小さい子と関わってみて、たくさん知ることができてよかったです。また、手遊び
や工作をして、みんなの喜んでいる姿を見てすごくかわいかったです。今回の講座を
通して、保育士になりたいという夢が強まりました。

あい だ         み　ち　こ

はやし　   か   く

  く  どう    すすむ

ハートふ.る.るdays第2弾（ボランティアスクール）未来の自分のための心あたたまる３日間

町教委HP
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No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 場所 定員 申込期間/方法

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

5
2/2（金）午前9時～
電話か来所にて

午前10時～正午/
午後１時～３時色粘土で器をつくろう

小学生以上
（小学1～3年
生は要付添）

各回6名 1,500円ぱなぱな工房3/2（土）

1/17（水）午前9時～
電話か来所にて2 鳥を見よう 10名午後１時～３時30分 無料

小学3年生以
上

受付：ぱな
ぱな工房
活動：園内

2/17（土）

各日会場へ各日30名4
ひな祭りクラフト
【和柄のヘアゴム作り】

各日午前10時～材料
がなくなり次第終了 300円どなたでも

こどもの城
ステージ

2/23（金・祝）
～25（日）

200円 当日会場へ3
カンタン、
缶バッジづくり！

午前10時～正午/
午後１時～３時
※随時受付

どなたでもぱなぱな工房 70組2/18（日）

２/16（金）～22（木）の
期間、ウェブサイト→農
業体験→申込みフォー
ムにて受付※定員を超
えた場合抽選、詳細は
ウェブサイトまで

7
農業体験ジャガイモ
くらぶ　※連続講座

Ⓐ午前９時
～10時20分
Ⓑ午前10時40分
～正午
Ⓒ午後１時30分
～２時50分
※時間の選択はで
きません。抽選結
果と一緒にお知ら
せします

600円
（初回のみ
徴収）    

両日参加でき
る4歳～小学
生※初回小学
6年生であれ
ば、収穫回に
中学1年生で
も参加可

受付・説明：
ぱなぱな工房
活動：なかよ
し農園

48名3/16（土）＆
6/15（土）

当日会場へ6
クイズ&ゲームに
挑戦しよう！

無料
受付：虹の
広場
活動：園内

午前10時～午後３時
※最終受付午後２時 どなたでも 定員なし3/10（日）

̶こどもの城
ステージ1 期間中会場へ※火曜休館ひな壇飾りの展示

午前９時30分
～午後４時30分
※３月は午後５時迄

どなたでも ̶2/3（土）
～3/3（日）

【開園・開館時間のお知らせ】２月･･･園内午前８時30分～午後５時30分、屋内施設午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　　　　　　　　　３月･･･園内午前８時30分～午後６時30分、屋内施設午前９時30分～午後５時
※ぱなぱなのまち売店は３/15（金）まで、平日の営業は午後２時30分までです



◎問合せ ねんきんダイヤル………………☎0570（05）1165　 栃木年金事務所国民年金課………☎（22）6074
住民課国保年金係………………☎（81）1827

割引

◎持ち物……本人確認書類、金融機関の通帳・届出印、
　　　　　　年金手帳等の基礎年金番号の分かる書類
◎申込先……金融機関、年金事務所または住民課国保年金係
★月末が金融機関の休業日にあたる場合、口座振替日は翌営業日となります。
★一部免除の承認を受けている保険料は、翌月末日の引落しのみとなります。

◎持ち物……本人確認書類、クレジットカード、
　　　　　　年金手帳等の基礎年金番号の分かる書類
◎申込先……年金事務所または住民課国保年金係
★カード会社への支払回数は、１回払いのみとなります。分割払い・
リボ払いはできません。

口座振替・クレジットカード納付が開始となるのは、おおよそ届出を行った月の翌々月末からになります。
２年前納・１年前納・半年前納（４～９月分）を希望される場合は、２月末までに届出をお願いします。

　現金納付とは、日本年金機構から届く納付書を使って納める方法です。クレジットカード納付とは、
カード会社が国民年金保険料を定期的に立替払いし、カード会員の方に請求する方法です。（窓口にク
レジットカードを提示し、直接納付する方法ではありません）
　それぞれ、毎月納付、半年前納、１年前納、２年前納制度があります。

口座振替
の届出

口座振替

 98,310円
（△　810円）

194,720円
（△3,520円）

お 　 な前納割引制度があります！
　国民年金保険料は、納付方法ごとにさまざまな割引制度があります。自分に合った納付方法
で、お得な割引制度を活用しましょう。

　国民年金基金は、自営業者やフリーランスの方がゆとりのある老後を過ごせるよう、国民年金に上
乗せする公的な年金です。
　基本は終身年金なので、生涯にわたって年金を受け取ることができます。また、支払った掛金は全
額、社会保険料控除の対象となり、所得税や住民税が軽減されます。

国民年金だより国民年金だより

クレジット
カード
納付の届出

金融機関による口座振替

現金納付(納付書)・クレジットカード納付

！

国民年金保険料には
得

納付方法 半年前納 当月早割１年前納
 387,170円

（△14,830円）
 97,990円

（△1,130円）
194,090円
（△4,150円）

16,470円
　（△50円）

 385,900円
（△16,100円）

２年前納
国民年金保険料割引額 令和５年度の場合（参考）

～～～～～～～～～

※令和５年度保険料月額：16,520円、令和６年度保険料月額：16,980円

得

現金納付
クレジットカード納付

　毎月納付（翌月末振替）、当月早割（当月末振替）、半年前納、１年前納、２年前納制度があります。口座
振替は、現金納付やクレジットカード納付より割引額が多いためお得です。
　当月早割（当月保険料を当月末振替）は、毎月納付（当月保険料を翌月末振替）より月額50円の
割引になります。

●国民年金の第１号被保険者（免除の方等を除きます）
●国民年金の任意加入者（60～65歳未満の方や海外在住の方）

国民年金基金のお知らせ

◎問合せ　全国国民年金基金栃木支部　☎0120（65）4192

加入対象者

国民年金基金のお知らせ
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　町に住民票のある方でこれまでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのない方のうち、下記に該当する方
① 令和５年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の誕生日を迎える方
② ・60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限され
　 る程度の障害がある方
　 ・ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方
　 ※それぞれ身体障がい者手帳１級相当

　町に住民票のある方でこれまでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのない方のうち、下記に該当する方
① 令和６年度に65歳の誕生日を迎える方
② ・60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限され
　 る程度の障害がある方
　 ・ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方
　 ※それぞれ身体障がい者手帳１級相当

　接種可能な医療機関など詳しくは壬生町公式ウェブサイト「高齢者肺炎球菌予防接
種について」をご覧ください。
◎問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

令和６年度から

16

・65歳を迎える方
・70歳を迎える方
・75歳を迎える方
・80歳を迎える方
・85歳を迎える方
・90歳を迎える方
・95歳を迎える方
・100歳を迎える方

（昭和33年４月２日～昭和34年４月１日）
（昭和28年４月２日～昭和29年４月１日）
（昭和23年４月２日～昭和24年４月１日）
（昭和18年４月２日～昭和19年４月１日）
（昭和13年４月２日～昭和14年４月１日）
（昭和８年４月２日～昭和９年４月１日）
（昭和３年４月２日～昭和４年４月１日）
（大正12年４月２日～大正13年４月１日）

高齢者肺炎球菌の
定期接種対象者が変わります
令和５年度までの対象者

令和６年度からの対象者

今年度対象で接種を希望される方は、忘れずに接種をしてください。
　該当する方は、今年度を逃すと定期予防接種として助成を受けることができないため、ご注意ください。

高齢者肺炎球菌
予防接種について

高齢者肺炎球菌の
定期接種対象者が変わります

　本誌と同時配布しています「令和６年度健診のお知らせ」の
８ページに掲載の健康の貯金箱（壬生町マイレージ事業）につ
きましては、新たな健康長寿のまちづくり事業への転換を図る
ため、令和６年度以降は実施しません。お詫びして訂正いたし
ます。

◎問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

「令和６年度健診のお知らせ」

内容の訂正
について



※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

〇マイナンバーカードを持っていない方
　マイナンバーカードの申請を行い、窓口で交付を受ける際にお申出ください。また、マイナンバーカ
ードを窓口で申請し郵送でカードを受け取られる場合は、申請時にお申出ください。

〇マイナンバーカードをすでに持っている方
　住民課窓口で現在お持ちのマイナンバーカードを顔認証マイナンバーカードに切り替える手続を行っ
てください。代理人による手続も可能です。申請の際は委任状をお持ちください。

顔認証マイナンバーカードの作成が可能になりました！

２月マイナンバーカード交付・申請日程

※平日時間外は本庁のみでの受付になります

〈持ちもの〉
・マイナンバーカード
・委任状（代理人の場合）
・代理人の本人確認書類Aから１点またはBから２点（代理人の場合）

　運転免許証、マイナンバーカード、
旅券、在留カード　など

A 　健康保険証、介護保険証、年金手帳、
基礎年金番号通知書、学生証　など

B

受付日 受付時間

月曜日（祝休日を除く）

火～金曜日

午前８時30分～午後７時

午前８時30分～午後５時15分

　顔認証マイナンバーカードとは、暗証番号の設定や管理に不安がある方の負担軽減
のため、暗証番号の設定を不要（本人確認方法を顔認証または目視に限定）とした新
たなマイナンバーカードです。従来のマイナンバーカードとは違い、顔認証マイナン
バーカードには利用できないサービスがありますので、下記をご参照ください。

取得方法

・マイナポータル
・各種証明書のコンビニ交付
・暗証番号の入力が必要な手続
・その他のオンライン手続　など

利用できないサービス

・本人確認書類としての提示
・健康保険証としての利用
※健康保険証として利用するには、カード
交付後に病院等で利用登録が必要です

利用できるサービス
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●この給付金は、国からの交付金「低所得世帯支援枠」の拡大に伴い、低所得世
帯（令和５年度住民税均等割非課税世帯）１世帯あたりに７万円を追加で給
付するものです。
●給付金を受給するためには、手続が必要な場合があります。

住民税均等割非課税世帯等の皆さんへ

本町において、
「物価高騰対策低所得世帯支援補助金
（３万円/１世帯）」の支給を受けた世帯
※令和５年６月２日以降に世帯の状況等が
変更になった世帯を除く

左記以外の世帯
・令和５年６月２日以降に世帯の状況
等が変更になった世帯
・令和５年度住民税未申告の方がいる
世帯　など

壬生町

給付金の支給額

支給対象となる世帯

申請の有無

令和６年１月上旬に
「振込予定通知」を送付しています。

１世帯あたり７万円

詳しくは次ページ「Ⅰ」へ 詳しくは次ページ「Ⅱ」へ

※令和５年12月１日時点で壬生町に住民登録があり、支給
対象となる可能性が高い世帯にのみ送付します
※申請期間は市区町村により異なります

令和６年２月中旬頃に「確認書」また
は「申請書」のいずれかが届きます。
申請期限：令和６年３月29日（金）まで

※支給は１世帯あたり１回限り
※他自治体で同主旨の給付金を受給した場合は対象外

申請が必要です手続は不要です

支給手続や支給要件の詳細は次ページを確認ください。

物価高騰対策低所得世帯追加支援補助金
【追加給付分】（７万円/１世帯）のご案内

以下の２つの条件を全て満たす世帯
○基準日（令和５年12月１日）において、壬生町に住民登録があること
○世帯全員が「令和５年度住民税均等割が非課税」の世帯であること
※上記の条件を満たしていても、住民税が課税されている方の税法上の扶養親族等のみからなる世帯（例：親元を離れ
て暮らしている学生、別世帯の子の扶養親族となっているご家族等）は、支給対象となりません
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内容に変更がない場合は、１月
30日（火）に振込済です。　　　



Ⅱ  上記Ⅰ以外の世帯

（１）「確認書」が届く世帯

住民税非課税世帯等に対する臨時特例給付金の
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

　自宅や職場などに都道府県・市区町村や国（の職員）などをかたる不審な電話や郵便があった場
合は、お住まいの市区町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話（＃9110）に連絡ください。

！

壬生町健康福祉課社会福祉係
☎0282（81）1883　FAX0282（81）1121　 メール kenko@town.mibu.tochigi.jp
受付時間　月曜日～金曜日(祝日を除く)
　　　　　午前８時30分～午後5時15分 ※毎週月曜日（祝日を除く）は午後7時まで
　申請書類送付申込みはフォームでも受付けています。二次元コードを読み込むか、
下記ＵＲＬを検索してください。
https://logoform.jp/form/xJdf/456554

問合せ

令和６年２月中旬頃に、必要書類を送付しますので、お手元に届いた書類を確認ください。

給付金の支給手続
Ⅰ 「物価高騰対策低所得世帯支援補助金（３万円/１世帯）」の支給を受けた
世帯（令和５年６月２日以降に世帯の状況等が変更になった世帯を除く）
●対象となる世帯には、町から給付内容や振込予定日などが書かれた「振込予定通知」を
　１月上旬に送付しています。
※以下に該当する場合、現時点で要件を満たしているかの確認ができないため、「振込予定通知」の対象外となります
・世帯構成に変更があった世帯（世帯主・世帯員の変更があった世帯や世帯を合併・分離した世帯など）
・令和５年度住民税の課税状況に変更があった世帯
・3万円給付金を壬生町以外の自治体で受給した世帯

〇該当する主な世帯
・令和５年６月２日以降に、世帯の状況に変更のあった世帯で、町で課税情報が把握できる世
帯（世帯員の転入・転出、課税内容の変更により非課税となった世帯等）
・支給対象と思われる世帯（世帯員の中に、税の未申告の方がいる世帯を除く）

●対象となる世帯には、町から給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。
●中身を確認して、必ず確認書を返信してください。

（２）「申請書」が届く世帯

〇該当する主な世帯
・他自治体からの転入等で課税状況を町が把握していない世帯
・世帯員の中に、税の未申告の方がいる世帯  など

●町が支給対象であるか判断できない世帯には、申請書を送付します。
●給付金を受け取るには、申請が必要です。審査の上、支給を決定します。
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終了について終了について

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン

１. 65歳以上の方
２. 満60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能また
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がいを有する方で、身体障が
い者手帳１級を保持する方

＜令和５年度個別接種実施医療機関（～令和６年３月31日）＞

令和６年度以降定期接種対象者

医療機関名（50音順） 電話番号 電話予約受付時間

荒川内科クリニック

大久保クリニック

大橋内科クリニック

なるべく午後に連絡ください

診療時間内

診療時間内
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　令和６年度の新型コロナウイルスワクチン接種は、「特例臨時接種」から「定期接種」に変わります。
　これまで自己負担なしで実施していた新型コロナウイルスワクチン接種は、令和６年３月31日までで終
了となりますので、接種を希望する方でまだ接種をしていない方は、早めに個別接種実施医療機関に予約
の上、接種するようお願いします。
　なお、令和６年度以降の新型コロナウイルスワクチン接種は「定期接種」となり、以下の方が対象とな
ります。定期接種の対象者以外の方は、「任意接種」として接種を受けることができます。ただし、助成
金額や実施医療機関等は現時点では未定です。

島田医院 接種券持参の上、来院してご予約ください
（電話予約不可）

陣内医院

多島外科胃腸科

診療時間内

接種券持参の上、来院してご予約ください

はしもとクリニック 月～土　　午前９時～11時
月火木金　午後３時～５時

福井セントラルクリニック

前原医院

松本内科医院

月火木金土　午後２時～５時

診療時間内

月火水金　午後２時30分～５時

にしやま内科クリニック 午前９時～正午
月火木金　午後３時～６時

おもちゃのまち内科クリニック

木村婦人科医院

グリーンクリニック

午前９時～午後６時

午前10時～11時30分

窓口予約のみ（電話予約不可）

小倉医院 午前９時～正午
午後３時～５時

（86）0501

（81）0880

（82）8522

（86）0011

（82）0242

̶

（21）7300

（86）6624

（82）0141

（82）2002

（86）6000

（86）1517

（82）6136

（86）3966

（82）0057

「特例臨時接種」「特例臨時接種」



農業用免税軽油に係る
申請についてのお知らせ

令和６年
農業用免税軽油申請受付および免税証交付日程表
地区 会場受付日 受付時間 自治会

２月26日
（月）

２月27日
（火）

２月28日
（水）

南
犬
飼
地
区

役　

場　
　

１
０
１
会
議
室

稲
葉
地
区

壬
生
地
区

共
同

受
委
託

午前９時～
11時30分

午後１時～
３時30分

午前９時～
11時30分

午後１時～
３時30分

午前９時～
11時30分

午後１時～
３時30分

２月８日
（木）

午前９時～11時30分
および
午後１時～３時30分

北 小 林
上 田

◎問合せ 栃木県税事務所軽油引取税調査担当　☎（23）6882
町農業委員会事務局　　　　　　　　☎（81）1875（耕作証明書について） 

軽
油

栃木県庁下都賀庁舎　　
第２福利厚生棟会議室

令和６年令和６年

中 泉
助 谷 ・ 助 谷 原
安塚一～三・南部・中央
上 長 田
国谷中央・本田・新田
あ け ぼ の ・ 落 合
若草・虹の杜・国谷南
釜ヶ渕・原坪・鹿島
下 町 ・ 上 町
下 馬 木 ( 稲 葉 ）
本 郷 ・ 松 原
西部・北原・中央
台 宿 ・ 下 坪
東 原 ・ 鯉 沼
福 和 田
下 表 町 ・ 中 表 町
下 横 町 ・ 今 　 井
上 表 町 ・ 東 下 台
城 東 町 ・ 舟 　 町
栄 　 町 ・ 仲 通 町
上 通 町 ・ 駅 　 東
城 　 内 ・ 城 　 南
下 馬 木 （ 壬 生 ）
西 高 野
上 新 町 ・ 万 町
三 好 町 ・ 旭 町
車 塚 ・ 星 の 宮
台 坪 ・ 上 坪
前 宿 坪
田 向 稲 荷 内
馬 場 ・ 原 宿
至 宝 町 北 ・ 南
六美町南部・中央・北部
緑町・幸町・おもちゃのまち・いずみ
ひばりヶ丘・下台団地・県営壬生住宅

国
谷
駅

ゴルフ場

壬生町総合運動場
体育館

社会福祉協議会

壬生町役場
申請会場

栃
木
街
道

壬生町役場 案内図
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1

2

受付日、受付時間、対象自治会
右表のとおり

申請会場
役場（壬生甲3841番地１） 101会議室

　栃木県では、毎年２月に、農業用の軽油引取税免税証を一括して交付しています。 　　　　
　今年度は、　　　　　　　　　　で申請を受付けます。受付日時等は下表のとおりですので、交付
を希望する方は、ご確認ください。

役場　101会議室

※朝一番、午後一番の時間帯は混雑します。遅い時間帯が比較
的スムーズに受付できます
※更新手数料420円がかかる方は、つり銭の無いよう協力をお
願いします
※上記の期日に申請することが難しい場合は、県税事務所にお
問合せください
※新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため、マスク
の着用および手指の消毒等の協力をお願いします。また、発熱
や風邪の症状がある方は、来場を見合わせるようお願いします

（1）免税軽油使用者証
（2）免税軽油の引取り等に係る報告書（※新規申請以外
　 の方）
　（納品書または領収書を添付、写しでも可。未使用の
　 免税証（原本）を添付）
（3）使用者証更新手数料420円（※新規申請および使用
　 者証更新の場合）
（4）耕作証明書（※新規申請および耕作面積が変更にな
　 った場合）
　　 使用者証更新のみの場合、耕作証明は不要です。

3 申請の際に持参するもの

注：
①新規申請の方は、免税証の交付は後日になります。
②新規申請および免税機械の追加や入替えをされる方は、機械
を取得したことが確認できる書類（契約書・納品書・領収書等）
を持参するか、機械の「メーカー名」「型式」「馬力」をメモ等
に控えてきてください。
③国税および地方税の滞納処分を受けた方は、処分解除の日か
ら２年を経過しなければ申請できません。
④農業等に係る免税制度については、地方税法の規定により、
現在令和６年３月31日までの経過措置となっています。令和６
年の交付時点では制度延長が未定のため、耕作面積の増加等によ
り増加した分の免税証は、制度延長決定以降の交付となります。
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◎問合せ　下水道課業務係　☎（81）1858

改定後料金表（消費税込）

下水道使用料

    0から  20まで
  21から  80まで
  81から200まで
201から400まで
401以上

2,772円
138円60銭
149円60銭
161円70銭
172円70銭

3,234円
160円60銭
173円80銭
189円20銭
206円80銭

基本料金
現行料金 改定料金汚水量（㎥）用途区分

一般汚水
（２か月当り）

　町内のご家庭より排出された汚水は、汚水処理施設で処理した後、河川へ放流されますが、この処理に
要する経費は下水道を使用されている皆さんの費用負担により賄われています。しかしながら、今後も町
民の皆さんの安全・安心を支える下水道サービスを安定的・継続的に提供していくために、令和６年５
月１日から下水道使用料を改定します。

　令和６年７月検針分の下水道使用料（令和６年５・６月使用分）から、平均して16.9％の値上げ
をします。改定内容の詳細は下記の改定後料金表をご確認ください。

　町の平均的一般世帯における２か月の使用水量である34㎥の場合、使用料（消費税込）は下記の
とおりです。

なぜ、値上げが必要になるのか
　本町の下水道事業は、人口減少や節水指向の高まりの影響から使用量が減少し、使用料収入も減少して
いる状況にあります。さらに施設の老朽化や近年の社会情勢の影響による物価上昇等により汚水処理経費
が増大し、令和元年度以降、汚水処理経費を使用料収入で賄いきれず、一般会計からの繰入金で補ってい
る状況です。
　下水道事業の汚水処理経費は、独立採算の原則に基づき、使用料収入で賄うことが求められています
が、この状況は今後も続くと見込まれていて、下水道使用料の実質改定を行います。
　つきましては、下水道事業をこの先も安定して運営していくために必要な改定と
なりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　下水道使用料改定の詳細については、壬生町公式ウェブサイトに掲載しています。
右記の二次元コードより確認ください。

超過料金
（１㎥につき）

２か月当り使用料
１か月当り使用料
１年間使用料

4,712円
2,356円
28,272円

5,482円
2,741円
32,892円

770円
385円
4,620円

増加額改定後改定前

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

改 定のおしらせ





○
日
時　
定
例
会
予
定
２
月
28
日

（
水
）〜

○
会
期
日
程
等　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

２
月
26
日
頃
ま
で
に
壬
生
町
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
議
会
事
務
局　
☎（
81
）

１
８
６
６

○
期
間　
〜
３
月
３
日（
日
）

○
開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

○
休
館
日　
月
曜
日

○
観
覧
料　
一
般
１
，
０
０
０
円
、

大
・
高
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料

◎
問
合
せ　
県
立
美
術
館　
☎
０
２

８（
６
２
１
）３
５
６
６

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
、
社
会

保
険
料
控
除
の
控
除
額
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
領
収
書
等
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
　
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
税
務
課
か
ら
送
付
し
た
口
座
振

替
済
通
知
書
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　
領
収
書
等
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

納
付
額
確
認
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の
う

え
、
税
務
課
収
税
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
収
税
係　

☎ 

（
81
）１
８
１
６

　
町
の
貧
困
問
題
を
考
え
る
会
「
み

ぶ
ほ
た
る
」
が
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
困
っ
て
い
る
子
ど
も
達
は
見

え
づ
ら
く
、
支
援
が
届
き
に
く
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
優
し
さ

を
届
け
る
た
め
に
、
気
付
き
や
新
た

な
繋
が
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
講
演
　
（
一
社
）
栃
木
県
若
年
者

支
援
機
構　
代
表
理
事　
中
野
謙
作

○
分
野
ご
と
の
交
流

　
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
②
障

が
い
を
も
つ
子
ど
も
③
駄
菓
子
屋
さ

ん
、
不
登
校
の
子
ど
も
④
外
国
籍
の

子
ど
も
⑤
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
民
生
児
童
委
員

○
日
時　
２
月
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所　
南
犬
飼
公
民
館
講
堂

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ
　
壬
生
町
の
貧
困
問
題
を

考
え
る
会
み
ぶ
ほ
た
る
事
務
局　
☎

０
９
０（
９
３
６
２
）５
８
５
４

　
令
和
６
年
度
健
診
の
申
込
み
は
、

２
月
15
日（
木
）午
前
９
時
開
始
で
す
。

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
案
内
「
令
和
６

年
度
の
健
診
申
込
み
に
つ
い
て
」
は
、

本
誌
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
・
各
出
張
所
や
公
民
館

等
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
壬
生
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
す
る
場
合
は
、

申
込
案
内
５
ペ
ー
ジ
の
申
込
書
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
は

役
場
・
各
出
張
所
へ
の
持
ち
込
み
も

可
能
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込

み
す
る
場
合
は
、
壬
生
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
、
申
込
案
内
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係　
☎（
81
）１
８
８
５

　
陸
上
競
技（
身
）（
知
）、
水
泳（
身
）

（
知
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
身
）、
卓
球

（
身
）（
知
）（
精
）﹇
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス（
身
）を
含
む
﹈、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク（
身
）（
知
）、
ボ
ッ
チ
ャ（
身
）、

ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
）の
選
手
を
募
集
し

ま
す
。

※
県
内
最
大
規
模
の
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
す

○
日
時　
５
月
26
日（
日
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
３
時

○
場
所　
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

○
対
象
者　
申
込
時
に
左
記
の
①
、

②
の
資
格
を
満
た
す
方
。

①
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
満
12

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
お
よ
び
精
神
障
害
者
。

②
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
方
ま
た

は
県
内
に
所
在
す
る
学
校
や
施
設
等

に
通
学
な
ら
び
に
入
所
お
よ
び
通
所

し
て
い
る
方
。

○
参
加
費　
無
料

※
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
参
加
費

が
発
生
し
ま
す

○
申
込
期
間　
２
月
14
日（
水
）〜
３

月
11
日（
月
）

○
申
込
方
法　

・
障
害
者
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い

る
方
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
方
、
栃
木
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
お
よ
び
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
日
本
・
栃
木
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
各
所
属
先
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

・
在
宅
の
方
は
、
町
健
康
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

　
（
特
非
）栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会　

☎
０
２
８（
６
２
４
）２
７
６

１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
２
４
）２
７

６
１
　
健
康
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　
☎

（
81
）１
８
２
９　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
81
）１
１

２
１

　
求
人
事
業
所
と
の
個
別
面
談
・
相

談
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
福
祉
の

仕
事
に
関
す
る
相
談

○
日
時　
３
月
２
日（
土
）①
午
前
９

時
30
分
②
午
後
０
時
50
分

○
場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

○
対
象
市
町
　
県
内
25
市
町

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
要
参
加
申
込
、
〜
２
月
22

日（
木
）

◎
問
合
せ　
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

８（
６
４
３
）５
６
２
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

お し ら せ

令
和
６
年
度
の

健
診
の
申
込
み

方
法
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

こ
ど
も
未
来
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

み
ぶ
ほ
た
る
セ
ミ
ナ

ー
「
壬
生
の
子
ど
も

を
地
域
で
支
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
開
催

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

額
を
証
明
す
る
書
類
に
つ
い
て　

第
20
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
選
手
の
募
集（
個
人
競
技
）

福
祉
の
お
仕
事
オ
ン
ラ
イ
ン
就
職
フ

ェ
ア（
県
域
エ
リ
ア
）の
お
知
ら
せ

春
陽
会
誕
生
１
０
０
年　
そ
れ
ぞ

れ
の
闘
い　
岸
田
劉
生
、
中
川
一
政

か
ら
岡
鹿
之
助
へ

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

な
か 

の 

け
ん
さ
く
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薬
物
依
存
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
家
族
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
・
・
・

　
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

他
の
ご
家
族
と
一
緒
に
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
初
め
て
参
加
を
希
望
す
る
方
は
職

員
に
よ
る
事
前
面
談
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
７
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

　
薬
物
の
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
お
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
３
月
５
日（
火
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分

○
講
師　
Ａ
Ｓ
Ｋ
認
定
依
存
症
予
防

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

○
定
員　
50
名
（
先
着
順
）

○
申
込　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ

か
に
「
３
月
５
日
薬
物
研
修
会
聴
講

希
望
」
と
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
問
合
せ
宛

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
受
講

の
可
否
に
つ
い
て
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

（
匿
名
の
場
合
も
電
話
番
号
必
須
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５（
21
）０
１
７
５

メ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

○
場
所 
県
庁
小
山
庁
舎
本
館
（
小

山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

◎
問
合
せ　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
生
活
衛
生
課
生
活
薬
事　
☎
０
２

８
５（
22
）６
１
１
９
（
祝
休
日
を
除

く
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
撃
退
し
ま
し
ょ
う
〜
だ
ま
さ

れ
な
い
〜

○
講
師　
壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー　
生
沼
京
子
氏

○
日
時　
２
月
18
日（
日
）午
前
11
時

〜
12
時
30
分

○
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
も
つ
け
荘

○
対
象　
町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
、
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
の
方
や
、
興
味
関

心
が
あ
る
方

◎
申
込
・
問
合
せ
　
壬
生
北
地
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎（
86
）３

５
７
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご

み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
２
月
16
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所 
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰
も
が

参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん

か
？

○
日
時　
２
月
18
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

○
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ　

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎

（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
が
、「
傾
聴
の
部
屋
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
お
話
を
聴
い
て

貰
い
た
い
方
、
お
話
を
聴
い
て
く
れ

る
方
が
い
な
い
方
、
話
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、
な
ん
で
も
丁

寧
に
お
聴
き
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

①
２
月
16
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時

②
３
月
４
日（
月
）午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所　

①
十
二
支
館
（
元
玉
田
商
店
）
（
至

宝
１
‐
３
‐
34
）
‥
‥
毎
月
第
３
金

曜
日

②
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
安
塚
１
１
８
０
‐
２
）
‥
‥
原

則
毎
月
第
１
月
曜
日

※
個
別
対
面
で
、
会
員
が
お
話
を
お

聴
き
し
ま
す
。
会
員
は
全
員
、
傾
聴

ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま
す

※
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
に
ご
希

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い

※
マ
ス
ク
の
着
用
と
、
検
温
を
お
願

い
し
て
い
ま
す

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ

 

町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
会
長　

佐
藤　

☎

（
82
）３
９
０
２

 

町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

 

毎
年
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は

全
国
的
に
献
血
者
が
減
少
し
て
い
て
、

輸
血
用
血
液
の
確
保
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
定
的

に
血
液
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
将

来
の
献
血
を
支
え
る
若
い
皆
さ
ん
の

一
層
の
協
力
が
必
要
で
す
。

 

「
は
た
ち
の
記
念
」
に
献
血
に
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
！

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
た
く
さ

ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　
〜
２
月
29
日（
木
）

○
献
血
会
場　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
、
う
つ
の
み
や
大
通
り
献
血
ル

ー
ム
、
県
内
の
献
血
会
場

※ 

献
血
バ
ス
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

○
献
血
の
で
き
る
方　
　

　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方

（
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る

方
）

○
新
成
人
の
方
へ

　
期
間
中
に
４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
ま
た

は
成
分
献
血
に
協
力
い
た
だ
い
た
、

は
た
ち
の
方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
平
成
15
年
４
月

２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
）

◎
問
合
せ　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー　
☎
０
２
８（
６
５
９
）０
１
１
１

※
壬
生
町
役
場
に
て
左
記
の
と
お
り

に
献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
日
時　
３
月
５
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４

時　

お し ら せ

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内

家
族
介
護
者
教
室
の
お
し
ら
せ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ

っ
く
）
ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

kennan-kfc@
pref.tochigi.lg.jp

薬
物
依
存
症
家
族
の
集
い（
つ
ど
い
）

お
い
ぬ
ま
き
ょ
う
こ

さ 

と
う

25

薬
物
乱
用
防
止
お
よ
び
薬
物
依

存
症
に
関
す
る
研
修
会



○
場
所　
役
場
本
庁
舎
西
側
入
口
付

近
　
各
小
学
区
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
の
力
を
借
り
て
、
手
品
や

バ
ル
ー
ン
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ル
ー
ン
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
壬

生
町
交
通
安
全
母
の
会
に
よ
る
ク
イ

ズ
も
あ
る
よ
！

○
日
時　
２
月
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
西
高
野
公
民
館
（
壬
生
乙

２
２
３
３
）

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ　
岡
本　

☎
０
９
０（
３

３
４
８
）０
９
８
３

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
？
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ

か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格
　

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
さ
れ
る
方

○
日
時　
３
月
１
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
説
明
会
内
容 

入
会
資
格
説
明
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た

元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で
研
ぎ

ま
す
。

○
日
時
・
場
所　

・
３
月
12
日（
火
）　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎
西
）

・
３
月
19
日（
火
）　
南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
多
少
前
後
す
る
事
が
有
り
ま
す
）

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
３
０
円
、

出
刃
包
丁
４
３
０
円
、
鎌
１
８
０
円

〜
３
３
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
３
０
円
〜

２
３
０
円
）
と
な
り
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）
壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６

８
２

　
本
町
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
登

校
時
お
よ
び
歩
行
者
等
の
通
行
の
安

全
と
住
民
の
交
通
安
全
意
識
お
よ
び

交
通
安
全
行
政
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
壬
生
町
交
通
指
導
員
設
置
要
綱

等
に
基
づ
き
、
交
通
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
職
種　
交
通
指
導
員
（
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

○
募
集
人
数　
１
名

○
業
務　
児
童
、
生
徒
の
登
校
時
の

安
全
な
誘
導
・
交
通
安
全
に
つ
い
て

の
広
報
活
動
の
推
進
等

○
勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
児
童
・

生
徒
の
登
校
日　
午
前
７
時
〜
８
時

○
勤
務
場
所　
壬
生
町
内

○
報
償　
４
８
，
０
０
０
円
／
月

○
受
験
資
格　
普
通
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
の
方

○
申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
記
載
）
を
提
出

○
申
込
期
間　
２
月
１
日（
木
）〜
29

日（
木
）

※
役
場
閉
庁
日
は
除
く
、
郵
送
の
場

合
２
月
29
日（
木
）必
着

○
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

○
任
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
10
年
３
月
31
日
（
任
期
４
年　
再

任
可
）
任
期
中
、
ま
た
は
委
嘱
時
に

70
歳
に
達
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ

の
年
度
末
ま
で
（
任
期
１
年　
再
任

可
）

○
試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
面
接
試

験
（
試
験
日
程
に
つ
い
て
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
生
活
環
境
課
く

ら
し
安
心
係　
☎（
81
）１
８
２
６

　
栃
木
県
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
正

し
い
猫
の
飼
い
方
推
進
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
月
間
中
は
猫
の
適
正

飼
養
の
普
及
啓
発
を
県
下
一
斉
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
愛
猫
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

猫
の
習
性
を
理
解
し
、
ル
ー
ル
を
守

っ
て
正
し
く
猫
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
猫
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ

ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
栃
木
県
猫
の
適
正
飼
養
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
町
で
は
猫
の
適
正
な
飼
養
を
促
す

と
と
も
に
、
野
良
猫
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
の
不
妊
手
術
の

一
部
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
〈
☎ 

（
81
）１
８
３
４
〉
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

②
野
良
猫
へ
の
え
さ
や
り
に
つ
い
て

　
か
わ
い
い
、
可
哀
想
と
い
う
だ
け

の
無
責
任
な
え
さ
や
り
は
周
辺
へ
の

迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
を
む
や
み
に
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
無
責
任
な
え

さ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
合
せ
　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　
☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

○
日
時　
３
月
２
日（
土
）午
前
８
時
30

分
〜
　
悪
天
候
等
で
実
施
で
き
な
い
場
合

は
、
第
１
予
備
日
３
月
３
日（
日
）、

第
２
予
備
日
３
月
９
日（
土
）、
第
３

予
備
日
３
月
10
日（
日
）に
延
期

◎
問
合
せ
　
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼

き
連
絡
会
実
施
本
部　
☎（
62
）１
１

６
１

　
町
で
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
発

生
す
る
資
源
物
に
つ
い
て
、
入
札
に

よ
る
売
却
を
お
こ
な
い
ま
す
。
入
札

に
参
加
す
る
に
は
、
事
前
に
入
札
参

加
資
格
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
登
録
資
格
条
件

【
法
人
】
壬
生
町
、
栃
木
市
、
下
野

市
の
い
ず
れ
か
の
市
町
内
に
本
店
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
こ
と

な
ど

お し ら せ

２
月
は
正
し
い
猫
の
飼
い
方
推

進
月
間
で
す

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
実
施

の
お
知
ら
せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

主
任
児
童
委
員「
フ
レ
ン
ド
」に
よ

る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

お
か
も
と

26

令
和
６
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者
募
集



【
個
人
】
壬
生
町
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
詳
細
は
壬
生
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
）
お

よ
び
、
不
燃
系
資
源
物
〈
ア
ル
ミ
缶

プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ

（
雑
鉄
）
〉

○
入
札
参
加
資
格
登
録
申
込
方
法
等

　
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
「
令
和

６
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源

物
買
取
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登
録

者
募
集
要
項
」
を
確
認
し
、
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　
２
月
１
日（
木
）〜
３

月
31
日（
日
）

○
提
出
書
類　
壬
生
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
様
式
等
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
方
法　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参

※
提
出
書
類
は
、
壬
生
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

お
使
い
い
た
だ
く
か
、
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
を
し
て
い
ま
す

※
な
お
、
こ
の
入
札
は
四
半
期
毎

（
年
４
回
）
に
執
行
す
る
予
定
で
す

が
、
入
札
を
執
行
す
る
日
の
前
月
末

ま
で
に
登
録
申
込
書
等
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
方
が
入
札
に
参
加
で
き

る
有
資
格
者
と
な
り
ま
す

○
日
時　
３
月
21
日（
木
）午
前
10
時

〜

○
場
所　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎ 

（
82
）３
４
２
４

　
次
の
期
間
内
に
お
い
て
、
し
の
の

め
花
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
近
年
行
っ
て
い
た
和
傘
・
行
灯
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
は
じ
め
、
飲
食
を
楽
し
め
る
お

店
の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日　
３
月
30
日（
土
）〜
４
月

７
日（
日
）

○
場
所　
壬
生
町
東
雲
公
園

◎
問
合
せ
　
町
観
光
協
会　
☎（
81
）

１
８
４
４

　
栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１
日

か
ら
時
間
額
９
５
４
円
に
改
正
発
効

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
５
産
業
の
特
定
最
低
賃
金

は
、
12
月
31
日
か
ら
次
の
と
お
り
改

正
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

・
塗
料
製
造
業　
時
間
額
１
，
０
６

１
円 

・
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業　

時
間
額
１
，０
０
７
円 

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業　
時
間
額
１
，
０
０

８
円

・
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　
時

間
額
１
，０
１
６
円 

・
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
製
造

業
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製
造

業
、
医
療
用
計
測
器
製
造
業
、
時

計
・
同
部
分
品
製
造
業　
時
間
額
１
，

０
０
８
円 

　
『
各
種
商
品
小
売
業
』
の
令
和
５

年
度
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
月
１

日
以
降
、
栃
木
県
最
低
賃
金
（
時
間

額
９
５
４
円
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
問
合
せ　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室　

☎
０
２
８（
６
３
４
）９

１
０
９　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署

　
県
で
は
、
中
央
労
働
金
庫
と
協
力

し
て
、
「
一
般
勤
労
者
向
け
」
お
よ

び
「
失
業
者
向
け
」
に
低
金
利
の
生

活
資
金
の
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
詳
細
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
要
件
等
は
、
中
央
労
働
金

庫
県
内
各
店
舗
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
土
地
の
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
、

新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な

っ
た
方
は
町
長
へ
の
事
後
届
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
の
必

要
な
森
林
は
、
「
壬
生
町
地
域
森
林

計
画
」
の
計
画
区
域
と
な
っ
て
い
る

民
有
林
と
な
り
ま
す
。
計
画
区
域
に

つ
い
て
は
、
役
場
農
政
課
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
対
象
者

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や

相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
の
所
有

権
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
土
地

の
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
の
売
買

契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
届
出
の
期
間

　
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

日
か
ら
90
日
以
内
に
、
所
有
権
を
取

得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
書
類
に
つ
い
て

　
壬
生
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

役
場
農
政
課
に
て
「
森
林
の
土
地
の

所
有
者
届
出
書
」
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
届
出
書
と
併
せ

て
森
林
の
土
地
の
位
置
図
、
森
林
の

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
や
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
の
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
合
せ
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
民
有
林
の
立
木
伐
採
を
す
る
際
に

は
壬
生
町
長
へ
「
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
書
」
等
の
提
出
が
必

要
で
す
。
届
出
の
な
い
伐
採
行
為
に

つ
い
て
は
、
森
林
法
に
よ
り
法
律
で

罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
森
林

　
伐
採
面
積
１
ha
未
満
で
壬
生
町
内

の
「
地
域
森
林
計
画
」
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
民
有
林
の
立
木
伐
採
に
は
、

伐
採
本
数
に
関
わ
ら
ず
届
出
が
必
要

で
す
。
伐
採
を
予
定
し
て
い
る
森
林

が
、
計
画
の
区
域
に
該
当
し
て
い
る

か
は
、
役
場
農
政
課
で
確
認
で
き
ま

す
。

○
届
出
の
時
期

　
伐
採
開
始
の
90
日
前
か
ら
30
日
前

ま
で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、
到
達
日
が
届
出
書

の
提
出
日
と
な
り
ま
す
。

○
林
地
開
発
・
保
安
林
内
の
立
ち
木

伐
採
等

　
１
ha
以
上
の
林
地
開
発
や
保
安
林

内
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
、

町
長
の
許
可
申
請
を
必
要
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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お し ら せ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　
最
低
賃
金

使
用
者
も
、
労
働
者
も

令
和
５
年
度
栃
木
県

勤
労
者
生
活
資
金
の

ご
案
内

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
６
年
し
の
の
め
花
ま
つ
り
開
催

農
政
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

新
た
に
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
方
は

届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
伐
採
に

関
す
る
手
続

　
　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜



　
内
容
に
よ
り
届
出
の
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
農
政
課
農
村
保
全
係　

☎（
81
）１
８
４
０

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器

お
よ
び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
お

客
様
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　
３
月
１
日（
金
）〜
10
日

（
日
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
（
鉄
板
、

資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯
機
な

ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
水
、

砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　
　
　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の

給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、
お
客
様

の
管
理
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
部
分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕

は
、
お
客
様
に
負
担
し
て
も
ら
い
ま

す
。

　
３
か
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
は
、
気
温

が
上
が
ら
な
い
日
が
何
日
か
続
い
た

り
、
朝
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
屋
外
水
栓
や
メ

ー
タ
ー
を
保
温
す
る
な
ど
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

・
屋
外
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

管・
北
側
に
あ
り
、
陽
が
当
た
ら
な
い

と
こ
ろ
の
管

・
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
管

○
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
少
量
の
水
を
蛇
口
か
ら
出
し
て
お

く
。

・
水
道
管
に
布
や
保
温
材
な
ど
を
巻

く
。
（
屋
外
で
は
、
蛇
口
ま
で
完
全

に
包
む
と
良
い
）

○
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
た
め

に
は

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
使

い
古
し
の
毛
布
や
布
き
れ
、
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
等
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
、

メ
ー
タ
ー
や
バ
ル
ブ
の
周
り
に
置
き
、

ふ
た
の
上
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
覆

っ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

○
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
そ
の
ま
ま
自
然
に
溶
け
る
の
を
待

つ
か
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

け
、
そ
の
上
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
は
、
破
裂
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

○
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し
、

壬
生
町
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
道
路
か
ら
止
水
栓
ま
で
の

破
損
や
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
破
損
し
た

と
き
は
、
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
サ
ビ
て
回
り
に
く
く
な

っ
た
バ
ル
ブ
は
、
無
理
に
回
す
と
コ

ッ
ク
が
折
れ
て
破
損
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２

６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者（
株
）日
本

ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
不
明
水
と
は
、
汚
水
（
し
尿
お
よ

び
生
活
雑
排
水
）
の
み
を
処
理
す
る

下
水
道
処
理
施
設
に
、
何
ら
か
の
理

由
で
雨
水
や
地
下
水
な
ど
が
流
入
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
下
水
道
管
の
老
朽
化

に
よ
る
ひ
び
や
隙
間
な
ど
か
ら
の
流

入
以
外
に
、
各
家
庭
の
雨
水
管
誤
接

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
不
明
水
が
発
生
す
る
と
、
下
水
道

処
理
施
設
の
処
理
能
力
を
超
え
た
水

量
が
流
入
し
て
施
設
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
り
処
理
が
不
安
定
と
な
る
こ

と
か
ら
、
水
環
境
が
悪
化
し
て
し
ま

い
、
下
水
処
理
費
用
も
そ
の
分
増
加

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
下
水

を
流
し
て
い
る
排
水
設
備
に
破
損
が

な
い
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
料
理
店
な
ど
油
脂
類
を
輩
出
す
る

事
業
所
は
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
設

置
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
）

　
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
、
厨
房

そ
の
他
調
理
場
等
か
ら
の
排
水
に
含

ま
れ
る
油
脂
類
を
分
離
浮
上
さ
せ
て

収
集
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。
グ
リ

ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
管
理
が
適
切
に
行

わ
れ
な
い
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
る
た
め
、
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
内
の
残
り
が
腐
敗
し

悪
臭
が
生
じ
る
。

・
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
内
に
油
脂
類

が
大
量
に
溜
ま
る
と
、
油
脂
類
が
分

離
さ
れ
な
い
ま
ま
下
水
道
管
に
流
れ
、

管
の
閉
そ
く
が
生
じ
る
。
（
左
記
写

真
）

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
下
水
道
課　
☎（
81
）１

８
５
８

　
こ
の
都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、

意
見
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
希
望
す
る
方
は
公
聴
会
で

公
述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

28

お し ら せ

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装

置
の
漏
水
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
！

下
水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

油
脂
類
を
公
共
下
水
道
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

町
の
下
水
道
不
明
水
対
策
に
つ
い
て

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
、

縦
覧
お
よ
び
公
聴
会
を
実
施

（上記のような基準を超える下水を排除すること
によって公共下水道の施設が被害を受けた場合、
それによって生じた修繕等に要する費用について
は負担していただく場合があります）



が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
構
想　
用
途
地
域
の
変

更
（
町
決
定
）

対
象
と
す
る
土
地
の
区
域　
お
も
ち

ゃ
の
ま
ち
１
丁
目
地
区
の
一
部

都
市
計
画
の
縦
覧

○
期
間
お
よ
び
時
間
　
２
月
14
日

（
水
）〜
28
日（
水
）（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

○
場
所
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

○
意
見
申
出
書
の
提
出
方
法

　
意
見
申
出
書
に
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
な
ら
び
に
意
見
の
趣
旨
お
よ

び
そ
の
理
由
を
明
記
し
、
提
出
期
間

内
に
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
に
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
公
聴
会
で
公
述
人
と
し
て

意
見
を
述
べ
る
意
思
の
有
無
に
つ
い

て
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
意
見
申
出
書
の
提
出
期
間
　
２
月

14
日（
水
）〜
28
日（
水
）（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

公
聴
会
の
開
催

○
日
時
　
３
月
21
日（
木
）午
後
６
時

30
分
〜

○
場
所
　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
講
堂

○
留
意
事
項

　
意
見
申
出
書
提
出
期
間
内
に
公
述

を
希
望
す
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
の
有
無
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
問
合
せ

先
に
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係　
☎（
81
）１
８
５
３

　
近
年
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
道
路

の
冠
水
や
、
自
宅
へ
の
雨
水
の
流
入

と
い
っ
た
被
害
が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
の
職
員
だ
け
で
は
対
応

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

自
宅
の
前
や
お
持
ち
の
田
畑
の
前
に

あ
る
道
路
側
溝
に
つ
い
て
、
定
期
的

な
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
土
の
う
袋
の
配
布
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
時
に
出
た
土
砂
は
、
袋

に
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
町
で
回
収
し

ま
す
。
袋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
建
設
課
で
土
の
う

袋
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。
数
に

限
り
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
要
望
数
や
申
込
み

が
多
い
と
き
は
、
在
庫
数
の
範
囲
内

で
調
整
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
土
砂
の
回
収
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
終
了
後
、
土
砂
を
入
れ

た
袋
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
付
近
を

避
け
、
安
全
に
回
収
で
き
る
場
所
に

置
い
て
く
だ
さ
い
。
後
日
回
収
に
伺

い
ま
す
。
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
、

建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
袋
を
置
い
て
い
る
場
所

・
袋
の
個
数

・
氏
名

・
連
絡
先

◎
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係　

☎ 

（
81
）１
８
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）８
２

５
２

○
日
時　
３
月
10
日（
日
）午
前
10
時

〜○
場
所　
生
涯
学
習
館

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
壬
生
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
周
知
し
ま

す
の
で
、
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
館　
☎（
82
）

８
３
８
４

○
日
時　
３
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

○
場
所　
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資

料
館
研
修
室
（
下
野
市
国
文
寺
９
９

３
）

○
内
容　
１
市
２
町
の
歴
史
と
ま
ち

づ
く
り

○
参
加
費　
無
料
（
定
員
60
名
）
※

先
着
順

○
申
込　
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
電

話　
※
３
月
11
日
締
切
り

◎
問
合
せ　
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘

資
料
館　
☎
０
２
８
５（
44
）５
０
４

９
　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時
　

・
２
月
13
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
２
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
２
月
22
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

・
３
月
12
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
３
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
３
月
28
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金　
１
人
に
つ
き
１
時
間

１
５
０
円
（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

※
使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

　
壬
生
町
総
合
運
動
場
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
は
壁
面
修
繕
お
よ
び
ル
ー

ト
セ
ッ
ト
の
実
施
に
伴
い
、
次
の
期

間
中
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
工
事
期
間　
〜
２
月
28
日（
水
）

○
場
所 
壬
生
町
総
合
運
動
場
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

　
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
で
使
用

さ
れ
て
い
る
南
犬
飼
中
学
校
屋
外
夜

間
照
明
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
を
受
け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
改
修
し

ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
り

総
合
的
な
照
度
が
向
上

し
、
利
用
者
が
よ
り
安

全
・
安
心
に
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
め
る
施
設
と

な
り
ま
し
た
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設

係　
☎（
82
）２
３
４
５

○
日
時　
３
月
３
日（
日
）、
９
日

（
土
）、
17
日（
日
）、
23
日（
土
）、
31

29

お し ら せ

側
溝
清
掃
の
お
願
い

建
設
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

第
28
回
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら

の
お
し
ら
せ

下
野
市
・
上
三
川
町
・

壬
生
町
文
化
財
連
携
事

務
研
究
会
設
立
記
念

講
演
会

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
　
〜
み

ん
な
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し

も
う
〜
　
参
加
者
大
募
集

壬
生
町
総
合
運
動
場
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

南
犬
飼
中
学
校
屋
外
夜
間
照
明

改
修
工
事
完
了
の
お
知
ら
せ



日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時

※
各
日
参
加
・
途
中
参
加
可
能

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
コ
ー
ト
使
用
予
定

○
内
容　

①
初
級
コ
ー
ス
（
初
心
者
・
未
経
験

者
等
）

②
中
級
コ
ー
ス
（
経
験
者
等
）

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
男
女　
小
学
生
以
上
の
町
内

在
学
の
児
童
・
生
徒

○
参
加
申
込　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

事
務
局
へ
申
し
込
む
か
、
教
室
の
当

日
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
直
接
来
て
く

だ
さ
い
。

　
テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
参
加
料  

無
料

◎
問
合
せ

　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
事
務
局　
☎

（
82
）９
８
３
２

　

大
塚
春
海　

☎
０
９
０（
９
０
０

３
）９
５
３
５

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
は
か
る
た
め
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
主
催　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

○
日
時　
３
月
12
日（
火
）午
前
８
時

30
分
集
合
締
切
（
遅
刻
し
た
場
合
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
）

※
小
雨
延
期
（
午
前
８
時
に
決
定
）

延
期
の
場
合
は
、
３
月
19
日（
火
）に

実
施
予
定

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
Ｂ
グ
ラ
ウ

ン
ド

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
の
方

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
に
て
受
付

○
参
加
費　
３
０
０
円
（
協
会
登
録

者
は
無
料
）

○
協
会
へ
の
登
録　
年
間
会
費
３
，

５
０
０
円
〈
町
協
会
費
２
，
０
０
０

円
、
県
協
会
費
１
，
０
０
０
円
、

（
公
財
）
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
費
５
０
０
円
〉

○
持
参
品　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

用
品
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
会
長　
星
野
ト
ヨ

☎（
82
）１
８
８
７

30

お し ら せ

第
１
回
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
町
長
杯
大
会

お
お
つ
か
は
る 

み

ほ
し 
の　
と　
よ

　国が実施する各種統計調査の調査活動を行う統計調査員登録者を募集していま

す。各種統計調査実施毎に調査員登録者の中から依頼をします。

◎問合せ　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

・調査員事務説明会に出席
・調査関係書類（名簿、地図など）の作成
・調査対象者（世帯、会社等）への「調査票」の配付と記入依頼
・「調査票」の回収および点検、提出
※基本的に徒歩または自転車での調査活動が可能な範囲で依頼します

計調査員の主なしごと統

計調査の依頼統

お問合せまたは二次元コードからお申し込みください。申込方法

・調査の都度任命される「非常勤の公務員」です。
・任命期間は、おおむね２か月程度ですが、調査によっては１年を超えるものもあります。
・報酬額は調査により異なりますが、おおむね月額２～３万円程度です。

計調査員の身分・報酬統

統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集

よろしく

お願いし
ます



　子育て中のパパとママ！お子さんの寝かしつけに悩ん
でいませんか？
　生活リズムひとつで寝かしつけのいらない子どもにな
るスリープ講座。講師の寝かしつけアドバイザーから話
を聞いたその日から、赤ちゃんもママもぐっすりに！　
○日　時　２月29日（木）午前10時～11時
○場　所　保健福祉センター２階
○講　師　寝かしつけアドバイザー　鈴木明日香氏
○対　象　０歳～未就園の児童と保護者（町内在住）
○定　員　親子８組程度
○申　込　２月５日（月）～電話で申込み
　　　　　定員になり次第締め切り
○持ち物　ハンカチ・バスタオル（ねんね期の赤ちゃん）
　　　　お気に入りのおもちゃ・水分補給用飲み物（ミル
　　　　ク等）・ウェットティッシュ・ゴミ袋等
◎問合せ　こども未来課子育て支援センターひよこ
　　　　　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分）

　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　２月14日（水）午前10時 ～11時
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・自由遊び
○対　象　はじめて児童館を利用する親子

　小物づくりをきっかけに子育て・ママ友
づくりを応援します。
○日　時　２月16日（金）
　　　　　午前９時30分～10時30分　４組
　　　　　午前10時30分～11時30分　４組
○内　容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び
○対　象　未就園児親子　８組

　お子さんの身体や心の発達や言葉を育てるポイントが
わかる講習会です。大切なお子さんの健やかな成長のた
めに一緒に学びましょう。発達研究所での豊富な経験や
知識を持った先生が発達についてのお悩みや心配につい
ての質問や相談に応えてくれます。
○日　時　３月13日（水）午前10時～正午
※午前９時50分までにお越しください
○場　所　子育て支援センターつばめ
○講　師　とちぎ・ふじ発達研究所　代表　佐藤俊夫氏
○対　象　町内在住未就学児親子およびファミサポ協力会員
※講話に興味関心のある大人の方ならどなたでも参加可
○定　員　親子15組・ファミサポ協力会員（大人）10名
※託児あり（希望の方は受付時にお知らせください）
○参加費　無料
○申　込　２月１日（木）～電話または来所にて受付
　　　　　定員になり次第締切
○持ち物　筆記用具・水分補給用飲み物（大人・託児の
　　　　子ども用）
◎問合せ　こども未来課子育て支援センターつばめ　　
　　　　　☎（86）0132・（25）7773
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

『赤ちゃんのスリープ講座』参加者募集

すず き  あ　す　か

子育て支援センター
からのおしらせつばめつばめ

子育て支援センター
ひ よ こひ よ こからのおしらせ

はじめての児童館

マミータイム【クラフトバンドで丸かご作り】

児童館からのおしらせ児童館からのおしらせ
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ファミサポ講習会「子どもの心の発達を学ぼう」
～健やかな心と身体の発達のために～参加者募集

○日　時　２月７日（水）午前10時～11時　６組　　　　
○内　容　体操・製作・季節の遊び・読み聞かせ
○対　象　１歳３か月以上の未就園児と保護者
　　　　（なかよしルーム会員以外の方）

《共通事項》
○場　所　町児童館
○申　込　前日までに電話で申込み
◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388
（月曜日～土曜日　午前８時30分～午後５時）

未就園児親子教室【ミッキータイム】

さとうとしお

◎問合せ　●総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814

https://



　「お花と親指姫のリース」を作ります。ご一緒に
楽しみましょう。
○日　時　①２月27日（火）午前10時～正午
　　　　　②２月29日（木）午前10時～正午
※両日とも同じ作品を作ります
○場　所　町立図書館２階　会議室
○定　員　各回とも先着16名
○参加費　無料
○申　込　２月10日（土）午前９時より申込開始
◎申込先・問合せ　
　図書館読書ボランティア「おはなしアライグマ」
緑川和子　☎090（6154）0118

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

（０・１・２才向け）
　２月15日（木）・3月21日（木）
　午前10時～10時30分

《共通事項》
○場　所　町立図書館２階　児童室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。

おはなし会２・３月の日程

おはなしひろば

親子おはなし会

　２月３日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）
　３月２日（土）・９日（土）・16日（土）・23日（土）
　・30日（土）
　午前10時～10時30分

「大人の折り紙教室」のお知らせ
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○移動図書館（BM）３月の日程
睦小学校
壬生北小学校
安塚小学校
稲葉小学校
壬生東小学校
藤井小学校
羽生田小学校

午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～２時

1日（金）
5日（火）
6日（水）
8日（金）
12日（火）
13日（水）
14日（木）

午後２時～４時
おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

29日（金）

○移動図書館（BM）２月の日程
安塚小学校
羽生田小学校
藤井小学校
壬生北小学校
睦小学校
壬生東小学校
稲葉小学校

午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～２時
午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～３時
午後１時～２時

７日（水）
８日（木）
９日（金）
13日（火）
15日（木）
16日（金）
22日（木）

午後２時～４時
おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

23日
（金・祝）

みどりかわかず こ

壬生の中心市街地の成り立ちを時代をさかのぼる形で、その原点を探る興味深いお話を聞かせてもらいます。

令和５年度壬生町文化協会主催文化講演会

～城下町壬生の原点を探る～
変わりゆくみぶの町並変わりゆくみぶの町並

日　　時
会　　場
主　　催
問合せ・
連絡先

２月10日（土）午後２時～３時30分
城址公園ホール研修室
壬生町文化協会
壬生町文化協会事務局
城址公園ホール（壬生中央公民館）
☎（82）0108　FＡＸ（82）0042

講師　日本城郭史学会　委員　笹崎　明　先生
壬生町図書館・公民館等に勤務する傍ら城郭等を研究。
著書に「壬生藩　日光道の要衝」、「城郭の見方・調べ方
ハンドブック」、その他日本城郭史学会へ多数寄稿　

ささ ざき     あきら

図書館キャラクター：ミブラ
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

消費生活相談

対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

　相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

行政書士相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 司法書士

場　所

２月21日（水）午後２時～４時
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

２月１日（木）午前８時30分～

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 行政書士

場　所

２月28日（水）午後２時～４時　 
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

２月１日（木）午前８時30分～
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し
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人権･行政相談

その他

相談内容

場　所

日　時

稲葉地区公民館

２月15日（木）午後１時30分～４時

　相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

　国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。☎0570（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

２月５日（月）
午前８時30分～

３月11日（月）
午前８時30分～

２月８日（木）  
午前10時～正午

３月14日（木）  
午前10時～正午

申込み
問合せ

壬生町保健福祉センター２階　録音室

「人権相談」
　ひとりで悩んでいませんか？
　毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場で
の嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むこと
がある場合、人権擁護委員に人権相談をする
ことができます。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての
苦情、要望等。
　相談員は本町の下記行政相談委員。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869

あい だ  き  く  お

くめかわ    もといち

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト



壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎0282（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

　なお、新型コロナウイルス等の影響により、緊急的に医療機関の診療時間が変更、休診になる場合があります。

午後１時～11時まで（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

日　　時

相談内容

相談番号

午後７時～10時　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　午前９時～午後９時

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感)などの症状があり、新型コロナウイルスの感染が疑われる方は、
直接受診する前に、医療機関に電話相談し、指示を受けてください
※新型コロナウイルスの感染が疑われ、医療機関の受診が困難な場合には、栃木県新型コロナ総合相談コール
センターに連絡してください（24時間対応）

◆栃木県新型コロナ総合相談コールセンター ☎0570（550）096

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大 人〕毎日　午後６時～10時
　　　　 ☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　午後６時～翌朝８時
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間
自殺予防相談

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556 通話料
無料

福和田1003－１
落合３－７－30
緑町３－９－15
壬生丁259－7

落合３－４－７
藤井1285－14

☎（82）8522
☎（82）7576
☎（86）3966
☎（82）7877
☎（86）6624
☎（81）0880
☎（82）5800

大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク
か と う 小 児 科
グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク
石田消化器科・内科クリニック
福井セントラルクリニック
大 久 保 ク リ ニ ッ ク
壬 生 東 診 療 所

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

内科・小児科
内科・小児科
内科
内科
内科・小児科
内科
内科

（日）
（日）
（月）
（日）
（金）
（日）
（日）

２月４日
２月11日
２月12日
２月18日
２月23日
２月25日
３月３日

おもちゃのまち２－４－８



３月
1

5
6
7
8
9
10

3

12

13

14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

土

月

火

日

28
29

金

金
こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

産後の骨盤ストレッチ教室（９：30～保健福祉センター） 

なかよし相談（９：30～保健福祉センター）
成長記録会・ベビーチャピー（９：30～子育て支援センターひよこ）
おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）

マミータイム（９：30～児童館）

１歳６か月児健診（12：50～保健福祉センター）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
４か月児健診（13：00～保健福祉センター）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター） 
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館） 
「美整体」講習会（10：00～子育て支援センターつばめ）

スリープ講座（10：00～保健福祉センター） 

ベビーチャピー合同（９：00～子育て支援センターつばめ）

10か月児健診（13：00～保健福祉センター）

両親学級（９：30～保健福祉センター）

なかよし相談（９：30～保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～保健福祉センター） 
ファミサポ講習会「子どもの心の発達を学ぼう」（10：00～子育て支援センターつばめ）
はじめての児童館（10：00～児童館）

人権・行政相談（13：30～南犬飼地区公民館）

窓口業務時間延長日（17：15～1９：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～1９：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

行政書士相談（14：00～本庁103会議室）

司法書士相談（14：00～本庁103会議室）

成長記録会・チャピー（９：30～保健福祉センター）

窓口業務時間延長日（17：15～1９：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

土

水

木

月

火

日

土

土

金

金

木

日

月

水

火

月

日

金

木

水

火

窓口業務時間延長日（17：15～1９：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター入会説明会 （13：30～壬生町シルバーワーク
プラザ　研修室）

シルバー人材センター　刃物研ぎ  〈９：00～シルバーワークプラザ
（役場庁舎西）〉

●固定資産税……………………………（４期）
●国民健康保険税………………………（８期）
●介護保険料……………………………（８期）
●後期高齢者医療保険料………………（８期）
　　　　　　　　　   納期限　２月29日（木）

２月の
納税等

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。２月16日～３月15日

２月

３歳児健診（12：50～保健福祉センター）

地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）
「美整体」講習会（10：00～子育て支援センターつばめ）

35

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）
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環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　壬生町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,359人（-４5）　男 18,994人（-24）　女 19,365人（-21）　●総世帯 16,529（＋4） （　）内は前月比　令和５年12月末現在

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

次回は４月生まれのアイドルを募集します。 ２月14日（火）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）
に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできません。
・町子育てサイトのトップページにもお写真のみ掲載します。

 ん の 場み な 広

うえ  だ     さ   ら

上田 紗良ちゃん
（R2.2.10生）

やなしま  あい  が

梁島 愛牙くん
（R2.2.19生）

た  なか  れい な

田中 伶奈ちゃん
（H30.2.22生）

たかはし  せい  ら

髙橋 聖良くん
（R5.2.10生）

まつもと

松本 さくらちゃん
（R3.2.10生）

かめ  い    ゆず か

亀井 柚花ちゃん
（R5.2.14生）

そうすけ

湊介くん
（R1.7.1生）ふじ  た   はるひと

　田 悠史くん
（R2.2.20生）

にご利用ください
　下記の商品券につきまして、使用有効期限は 令和６年
２月29日（木）までとなっています。使用有効期限後の
使用や払い戻しはできません。期限内にご使用ください。

対　　象
　令和５年度 壬生町共通商品券
（壬生町入学準備子育て応援券、壬生町敬老金給付事業、
壬生町物価高騰対策応援券含む）

使用有効期限
令和６年２月29日（木）まで
使用できる店舗
　壬生町内の商品券取扱い加盟店（立て看板と
ポスターが目印です）
※店舗一覧は壬生町商工会ウェブサイトから確
認できます
◎問合せ　壬生町共通商品券（赤色・緑色）………壬生町商工会（大師町３-13） ☎（82）0475
　　　　　壬生町入学準備子育て応援券（青色）…こども未来課子育て支援係　　☎（81）1864
　　　　　壬生町敬老金給付事業（黄色）…………健康福祉課高齢福祉係　　　　☎（81）1830
　　　　　壬生町物価高騰対策応援券（橙色）……総合政策課企画調整係　　　　☎（81）1813

有効期限内 にご利用ください
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